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【採用規格】 

⚫ SS サイズ  

⚫ S サイズ  

⚫ サイズ選択の基準は、体表の 30～40％が覆われる程度とされており、腹部及び大腿部が概ねパッド

で覆われているサイズが望ましい。 

⚫ ジェルパッドのサイズは、性別・身長・体重から適正なサイズのパッドを選ぶとされており、〔図 1〕

を参考にサイズを選択する。 

 

 

 

⚫ ジェルパッド開封前に、必ず透明の見本型を用いて対象患者に適切なサイズを選択する。見本型は

アークティックサン STAT 本体にかけてある袋に保管しているため、使用後は必ず同じ場所に戻す。

見本型は、S サイズ上半身 1 枚、S サイズ大腿部 1 枚、SS サイズ上半身 1 枚、SS サイズ大腿部 1 枚の

計 4 枚あり、収納時にすべて揃っていることを確認し、汚染があればクリーンキーパーで清拭する。 

 

【導入時】 

⚫ 患者へジェルパッドを貼付する際、必ずアドプロテープクッション（以下、アドプロ）を以下の位

置に貼付する。詳細な貼付位置は〔図 2〕参照。 

➢ 腋窩周囲 （ジェルパッド側） 

➢ 膝周囲 （ジェルパッド側） 

➢ 乳頭乳輪 （患者側：ジェルパッドが接触している場合のみ） 

※ 適切なサイズ・位置で貼付されている場合、ジェルパッドが乳頭乳輪部には接触しないため、

貼り直しも検討する。 

 



 

⚫ アドプロは包交車 2 段目に、事前に 5×10cm でカットしたものを用意しているためそれを使用して

よい。 

⚫ ジェルパッドの装着方法については〔図 3〕を参考にする。 

 

【日勤帯でやること】 

⚫ TTM 導入後初回の保清時にジェルパッドを患者からすべて剥離し、全身の皮膚状態を観察する。 

⚫ 皮膚状態を観察し皮膚発赤や皮膚障害を認めた際は同部位がジェルパッド辺縁に触れない位置に貼

付可能か検討し、可能であれば発赤部位を避けて再貼付する 

⚫ ジェルパッド再貼付時に皮膚と接触する辺縁にはアドプロを追加する 

⚫ 2 回目以降の皮膚観察時はジェルパッドをすべて剥離する必要はないが、辺縁は剥離しジェルパッド

辺縁部の皮膚の状態を観察する。 



【夜勤帯でやること】 

⚫ 準夜帯、深夜帯で各 1 回ずつジェルパッドの辺縁を剥離しジェルパッド辺縁部の皮膚の状態を観察

する。 

【スキントラブル対策】 

⚫ 当院では、過去 3 年間で腋窩・乳頭乳輪部・脊柱に、ジェルパッドに起因したスキントラブルが発

生しておりそれらの位置は特に重点的に除圧・観察を行なうようにする。 

⚫ 詳細は〔図 4〕スキントラブル発生機序・防止策を参照。 

 

 


